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　書 　　評 　
佐伯真一著
『建礼門院という悲劇』
日 　下 　　　力
　建礼門院の、 「自分は近親相姦によって畜生道に堕ちた」と告
白する場面が、何ゆえに『平家物語』に取り込まれたのか、しかも諸本のなかでも古い形を残していると目されるテキスト群に。──その問いへの答えが本書である。
　佐伯氏が諸本研究に精力的に取り組みつつ、物語の形成されて
くる過程に多大の関心を寄せ 一語一語の語誌にも造詣が深いことはよく知られている。氏 研究の基盤に 、 わばその三つの方向性が融合し、一般読者向けに結実したのが本書とも言えよう。書中では特に、建礼門院 姿に「落魄の美女 物 」たる小野小町伝承を重ねて、人々が物語に望んだ と女院像 形成とが不可分の関係にあることを明らかにした第四章、 「畜生」の語誌をさかのぼって、性と密接に結びついていたらしい「禽獣」語に至り、改めて高貴な女性の畜生道堕ちを語ることの意味を説き示した第五章は、読者をひきつける。
　延慶本等によれば、 「近親相姦」は、具体的には徳子が兄の宗
盛や知盛と特別な関係にあるという噂の立ったことを 、そのことで「畜生道をも」体験したように思ったと 女院は大原まで訪ねてきた後白河院に語る。女院の告白は、院に対して 自分
人生は仏教で説く六道
（天上・人間・修羅・畜生・餓鬼・地獄）
を経
巡ったようなものであったと語るものであったが、一般に読まれている覚一本などは、畜生 について、わが子の安徳天皇らがあの世で龍宮にいるという夢を見たことに事寄せている。不自然さを感じさせるその引き当てよりは、 「近親相姦」の問題を持ち出すほうが確かに理にはか っていよう。こちらが本来的な形と、佐伯氏は見る。
　氏は、 「近親相姦」より広い概念をもつ「姦淫問題」という言
葉に置き換えるが、それは、女院と舅に当たる後白河院との間に不倫関係が想像されなくはな 表現が、物語中にあると見たからであった。そうした表現の淵源として重視するのが、夫の高倉院の臨終に際し、もし崩御の事態とならば、後白河院 後宮に彼女を送り込もうという案が浮上、清盛夫妻も同意していると う情報が流れた、周知の事実である。物語 表現の裏 、後白河院と女院との隠微な男女関係を読み取ろうとする説 従来よりあ たが
（水原一、丸谷才一、牧野和夫）
、それに若干の批判を加えつつも、
氏は基本的に同意する。第一章では、建礼門院 生涯をあらあら紹介しながら、まず、そのことを論ずる。
　すなわち、後白河院の大原御幸の目的について、女院との「御
同宿」の希望を口にする四部本を代表 、 「男女としての愛情から思い立った」御幸と理解した「異本作者は確かに存在 た」と説く。が、院 その本心は、以後 同本 文面にまったく現れないことに鑑みれば、 「同宿」の一語に肩入れしすぎ 理解 はないのか、疑念が残る。また、頼朝 耳 入る を恐れて同宿 断
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念したとある一節に関連させ、 「似たような記述」を持つとして紹介されている源平盛衰記の本文を点検してみれば、院は女院を都に連れ戻し「一つ御所」での同居をと考えたものの、世が変わり人心も不安定で、 十郎蔵人行家や義経が行方不明な中では、 「人の口もつつましく、鎌倉源二位の漏聞ん事、憚ありと思召て」あきらめていたとある。流動的政情下 反鎌倉 取られかねない軽率な行動を慎んだことを言おうとしたも であるが、そ を氏は、男女関係だけを念頭に「人聞きが悪いので」同居 思いとどま」ったと解釈している。政治的配慮を語る分脈 中に恋情の抑制までが果 して含まれているのか 賛同する は躊躇を禁じえない。
　第二章では、女院が過去を回想して語る「六道語り」に焦点が
当てられる。栄華の時代を天上道に比すところから始ま 回想談を、覚一本に沿ってたどったうえ、諸本による叙述 相違を取り上げ、前述したところの、畜生道を「龍宮の夢」 す 、 「姦淫問題」とするかに、最大の問題点が るとする。女院が六道を体験したかのようだと語 かで、龍宮にわが子 いる夢に見たことを畜生道とした場合、これ みが自身の体験ではない点「違和感が残る」という指摘は、確かに首肯できる。
　私がもっとも疑問を覚えるのは、院に対する女院の告白には、「六道語り」のほかに、 「恨み言の語り」と「安徳天皇追憶の語り」とが古い段階よりあったと説く第三章である。 「恨み言 語り」とは、眼前の後白河院がかつて平氏をないがしろにし ことを恨むものであるが、氏は、それを明確に打ち出 ている盛衰記の記
述を起点に論を展開させる。 しかし、 同本の後に出てくる文面に、「一旦の嘆に任てこそ、君をも恨申し候つれ共、誠は将来不退の悦と、思取てこそ候へ」と、悟りへの道が開けたことを喜ぶ一条が記され 作品末尾の「女院の今生の御恨は、一旦の事、善知識は是莫大の因縁なり」と呼応させられていることへの言及が なぜかない。
　次に四部本では、 「恨み言の語り」 と氏の判断する部分が、人々
に「空観無生の信心」を勧める言葉で結ばれ、院に同行の公卿から「空観無生の法門」とはと問われて女院が長々と答える、空観問答とも言える部分があるが、それについても触れられない 更にその後には、仏説を聞いて喜ぶ院の言葉に応じて、大乗仏教を賛嘆する弁舌が続いており、これら 「恨み言の語り」より長大で、かつて氏自身 『宝物集』の引用であることを明らかにした箇所 ある。作品末尾 は、盛衰記と等しく 今生の恨みは 一旦の御嘆き」と 一節 ある。要するに叙述 総体に目を及ぼせば、 「恨み言の語り」は、仏の教えによっ 恨みの怨念も克服できることを女院に説かせるため 導入された 推察 てくのであるが、氏は、物語 形成過程を追 求めるあまり怨念のみを重視、その昇華を語る帰結部は不問に付している。
　長門本の場合は、盛衰記の本文を利用しつつ、中間部分を大幅
に削除した痕跡がうかがえる。 からも見捨てられた一門が 諸方をさまよっ あげくに壇の浦で滅び、自らは都へ帰っ きたと述べるところまでは、ほぼ盛衰記の文面 合致していながら それを受けて院と女院と 間 展開されている、仏説を交えた応答
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がそっくりカットされ、女院の「人は生を隔てこそ」六道を体験するというのに自分は、という言葉に接続されている。その結果として、盛衰記にあった恨みの情を克服する、前引の女院の思いも消され、それと対応するかのように、作品末尾の一条も見出せない。同本では、悟りへの道筋が意識されていないのであろう。カットされた一部 前の方 移された 考えられるが 今はそれを論証する紙幅がない。 もあれ、同本を「恨み言の語り」の立証に用いるのであれば 盛衰記と 本文交渉の有無をまず問うことが不可欠ではなかったろうか。
　女院の「安徳天皇追憶の語り」は、紹介されている通り『閑居
の友』にも認められ、物語形成の当初からあったとする説に異論はない。が、 「恨み言の語り」を「安徳天皇追憶 語り」に結びつけ、院を恨む思い 、わが子への追憶を経て、一門の罪業を認めて懺悔する心情 変じ、亡魂 鎮魂へと赴くと読み解い 上「恨み言の語り」は、 「追憶から懺悔・鎮魂に至る語りを導き出すためのバネとして」作られ →懺悔→鎮魂」の流れを形作るべく、 「安徳天皇追憶の語り」に「付加され」た 想定しるのは、怨恨という煩悩から 離脱に主眼を置 て る 私の目には映る盛衰記や四部本の実態 考える 、いか なも 思われる。
　第四章では、能の「卒都婆小町」を取り上げて、落魄した美女
が仏説を説くというパターンが建礼門院説話に重なるとし、女院の「聖女」化は、話の類型に従って必然的にもたらされたものと説く。 『玉造小町子壮衰書』をはじめ、 「あ めあなめ と声 発
する小町の髑髏譚、近年報告された能の素材と思われる小町伝説、清少納言や和泉式部の零落譚などが紹介され、一般読書人も興味をそそられるであろう内容となっている。
　第五章は、その流れを受けて、女院が近親相姦による畜生道堕
ちを語ることの問題性を改めて正面にすえる。兄弟と憂き名の立ったことを、女 身ゆえの苦悩と語るのは延慶本等であったが、畜生道がみだらな男女関係に結び付けられて非難語となるのは近世のことで、本来、畜生道は「動物同士の争い、弱肉強食苦しみ」を特色 したという。 して、姦淫への連想が強い「禽獣」の語を、中国文献にまでさかのぼって調査、 「禽獣」から 畜生」へとイメージがつながったものと見 。物語が女院に畜生道の穢れを語らせたのは、高貴な女性が捨身の行として穢れた世界に身を置いて下層の人々 救い、自ら聖女 る光明皇后の話や、多くの男と交わる性的苦悩を経て神 化がもたらされる式部の話など 類型があったからであるとする。魅力的な 論で、読む速度まで加速されたことであった。
　本書は、建礼門院の実像を追うものではなく、なぜ彼女が物語
中でそう語られなければならなかったか 広 説話伝承世界系譜を背景として捉えることで解明しよう した書と言え 啓蒙的な意味で、一般の方々 『平家物語』 形成過程 理解してもらう一助となることは間違い い。私の疑問とするところは、正直に述べさせていただいたが、そ は旧来 知己ゆえ 誤解があるとすれば寛恕 賜りた 。 （二〇〇九年六月 　角川学芸出版 　四六判 　二二二頁 　税込一五七五円）
